









ペルを放置した。1945 年 10 月 24 日に GHQ から日本政府に出された指令
覚書「信教の自由侵害の件」で、立教の戦時中の行為が「不当なる蛮的行
為の一特例」として名指しで鋭く批判され、幹部 10 名が追放された（1）。
























































































































































































Gore （1853～1932） （7）、Bishop A. C. Headlam （1862～1947）（8）、Dean W.R.Inge 
（1860～1954） （9）、Baron Friedrich von Hugel （1852～1925） （10）――これらの
人々は、今世紀前半、英国宗教思想界の重鎮で、私が四十数年前、英国に
留学して居た頃、何れも健在で、私は彼らの著書を熱心に読み、Bp.Gore













































重要な祝日）、黒字記念日（Black Letter Days ＝左に準ずる祝日）に指
定され、年間の暦日上、それぞれの所縁の日に配されている。またこのこ
























（ i）「英書講読」（キリスト教学科学部 2 年生向け）：「宗教家、哲学者、思
想家の書を読むことを目的」としている。その年度別のテキストと該当
年度は以下の通りである。
　＊ The Thoughts of Blaise Pascal（1958）（1962）
　＊「Oxford Movement の中心人物の一人 J.H.Newman」; Selected Essays 
（1959）
　＊ Thomas P.Neill； Religion and Culture （1960）（65）
　＊ Plato の The Apology of Socrates & Crio （1961）（64）




　　Norman Ault（14）; The Poet's Life of Christ、 D.H.S.Nicholson（15）; English 










Tindale, Coverdale, Great Bible となる経過をたどり、遂に 1611 年の
Authorised Version になって英国民の書となった経過と、更に Revised 







　　「Rt. Rev. Arthur C.Headlam（Bishop of Gloucester）の所説を中心とし
て（1960）（61）（62）。
（2）各講読や講義の意図と特徴






















































































　冒頭で述べたように、順三たち 4 人兄弟の内、末弟は 40 歳の若さで亡
くなった。残された兄弟たちは、このほかにも度重なる家族との死別を体
験している。邦には、5 人の子どもがいたが、そのうちの 4 人（男 2 人、
女 2 人）と 2 人の孫に先立たれている。長女は最初の子どもを出産した
際に、産褥熱のために 20 歳代で亡くなった。次男は出征先で戦死し、次
女は乳がんのために亡くなり、その遺児も夭折している。さらに長男も、







































































＊香蘭女学校理事、理事長；1944（昭和 19 年）4 月～1972 年 6 月
＊滝乃川学園理事；1952（昭和 27）年 5 月～1962 年 10 月　　
＊日本聖徒アンデレ同胞会理事、会長、顧問；1952（昭和 27）年 11 月～
1975 年 5 月
＊聖路加看護学園理事、理事長；1954（昭和 29）年 3 月～1973 年 3 月








































































（8）  ヘッドラム　オックスフォード大学教授。ヘンリー 8 世制定以来の
欽定講座を担当し、ゴアと共にオックスフォード運動を展開した。
佐々木が熟読した対象の一人であった。
（9）  William Ralph Inge　イギリス聖公会司祭。ケンブリッジ大学神学
教授。セントポール大聖堂の Dean（主席司祭）であったことから、
Dean Inge と呼ばれることが多かった。ノーベル文学賞の候補に 3
回ノミネートされた。
（10）  フーゲル　オーストリア人だが 15 歳からはイギリスに移り住んだ。
ローマカトリック信徒で、現代的（Modernist）神学者、作家。
（11）  本書で研究対象になっているのは、1662 年以来長く使われ続けてき



















（16）  デイヴィッド・セシル　Lord E. C. David Gascoyne-Cecil （1902～
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